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鎖的な地理環境のため地域内での競合が促進さ
れたのに対し、郝家台や郭楼グループでは開放
的な地形のため他地域との頻繁な接触があり、
そのために地域間の競合が生み出され規則的な
集落配置が発展したが、他地域の大きな影響の
ために地域的な統合が阻害されるという場合も
あった。こういった集落間関係は竜山期に現れ
たものであるとみられ、その形成過程を明らか
にすることで竜山期の社会関係を具体化できる
ものと思われる。

新石器時代長江下流域における璜

石橋克崇
新石器時代、長江下流域では耳飾りである玦

をはじめとした装飾品が数多く作られた。その
中でも比較的早くから登場するのが璜である。
璜は半環形、或いは半璧形に近い形をしており、
その両端部には穿孔を持つ。その多くが墓葬の
出土品として出土し、ほとんどが死者の頸部や
胸部から発見されている。これらのことから璜

は両端に穿たれた孔に紐を通して首から下げて
使用した頸飾、或いは胸飾りであったと考えら
れている。現在でもネックレスが使用されてい
ることからも分かるように、頸部や胸部は人の
外観に大きく影響する部位である。またその材
料には玉や瑪瑙など美しく手に入りにくい石が
用いられることから、当時璜は貴重なもので、
かつ重要な装飾品として認識されていたと考え
られる。しかしこれまで璜に関する研究はほと
んどされておらず、形の変化や分布範囲などに
ついても細かな分析は行われていない。そこで
本稿では璜の研究の第一歩として編年を行った。
対象とした地区は璜の発祥地とされてきた長江
下流域である。

Ⅲ類璜（凌家灘遺跡出土）

長江下流域には様々な文化地区が含まれてい
るため、それらをひとまとめにして分析するの
は問題があると思わるので、本稿では五つの地
区(太湖地区、寧鎮地区、江淮地区、江淮東部地
、 。区 北部地区)に分けたうえで璜の編年を行った

璜の分類はその形によって行い、半環形に近い
ものをⅠ類、半璧形にちかいものをⅡ類、端部
が折れ曲がったものをⅢ類とし、さらに断面形

でも分類を行った。その結果は以下の通りであ
Aる。まず馬家浜文化早期に寧鎮地区周辺でⅠ－

型が出現し、その後馬家浜文化晩期にⅢ類が出
現する。出土遺跡は寧鎮地区から長江を下るよ
うに太湖地区へと広がっていった。崧沢文化二
期になると太湖地区でⅡ類が作られるようにな
り、その後崧沢文化三期には長江下流域全体で
出土するようになる。このことからⅡ類は太湖
地区で作られるようになった可能性が高い。良
渚文化になると出土遺跡が減少していく傾向に
あることも分かった。まとめると、形ではまず
Ⅰ類が登場、Ⅲ類がそれに続きその後しばらく
経ってからⅡ類が太湖地区で出現するようにな
った。Ⅱ類の出現にはⅢ類が大きく関わったと
考えられる。分布範囲は寧鎮地区からそのより
下流域の太湖地区へ広がり、その後は長江下流
域全体へと広がっていった。
これまで長江下流域はひとまとまりにして考

えられることが多かったが、本稿では五つの地
区に分けて編年を行った。その結果は上に述べ
たとおり地区ごとに時期差があり、お互いを比
較することで璜の出現や変化、そして移動につ
いてより細かな分析が行えた。

御経塚遺跡出土打製石斧についての考察
－使用痕の観察から－

堀敬人
打製石斧は縄文時代を代表する石器であり、

当時の生産活動を考える上で最も重要な石器の
一つとして位置づけられている。この打製石斧
については多くの研究者による成果が残されて
おり、打製石斧が基本的に「土を掘る」ための
道具、即ち「土掘り具」であったとされるのが
一般的である。
しかし、例えば打製石斧の中に木を伐採する

ために使用されたものがあったのかどうか、或
いは土を掘る際に鍬のような着柄であったのか、
未だに結論が出ていない問題も残されている。
そこで、打製石斧の出土数が石川県内で最多

の、野々市町御経塚遺跡の打製石斧を実際に観
察し、特に使用痕のあり方に注目して打製石斧
がどのような性格の道具であったのかについて
考察した。
御経塚遺跡出土の打製石斧のうち、実際に観

察できたのは 点であった。報告書に基づきな61
がら平面形態と大きさについて分析し、さらに
使用痕を一点ずつ観察した。平面形態を「短冊
形 ・ 撥形 ・ 分銅形」の 形態に分類し、実測」「 」「 3
して得られた最大長・最大幅・厚さの数値とあ
わせて形態ごとの差について分析してみた。分
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銅形はある程度大きさもまとまっており、製作
上に意図が感じられるが、短冊形と撥形におい
ては明確な作りわけは見られなかった。これは、
短冊形と撥形の間に多くの中間形が存在するた
めである。
使用痕の観察において、柄に装着された際に

付着する擦痕は殆ど見られなかったが、刃部が
対象物と接する際に付く磨痕のあり方から、今
回観察した打製石斧が基本的に柄を付けて使用
されたものであることが分かった。さらに、柄
に対して石斧の刃が平行するか、直交するかに
よって磨痕の付き方が違うことに注目し、柄に
対して石斧の刃が直交する着柄であったことを
明らかにした。

撥形打製石斧
（御経塚遺跡出土）

また、磨痕の付き方の特徴が各形態を通して
同じであることから、打製石斧が全ての形態に
おいて着柄され、同じように使用されたことが
分かった。特に分銅形は、その形態からこれま
で両端を刃部とする「両頭のオノ」であるとさ
れたり、台湾の民俗例から着柄されずに根切り
や除草に使われたと考えられたりしていた。今
回の観察で、刃部は一端に限られており、また
着柄の仕方がオノとは異なることから「両頭の
オノ」ではあり得ず、台湾の民俗例についても、
使用痕を見る限り着柄されていたと考えた方が
良さそうである。
これらのことから、打製石斧の持つ形態の違

いは直接用途の違いを表すわけではなく、どの
形態においてもその使用目的は「土を掘る」こ
とであった。竪穴や柱穴の掘削、植物質食料の
掘り出しなど、打製石斧は平面形態に限定され
ない、多様な用途を持っていたと考えられる。

博士論文
野上建紀さんが 年 月に「近世肥前窯業◆ 2002 3
生産機構論－現代地場産業の基盤形成に関す
る研究－」と題する論文を提出し、博士（文
学）の学位を得ました。

講演会記録

古代学協会公開講演会◆

野上建紀（有田町歴史民俗資料館）
「近世肥前窯業生産機構論」

王小蒙（中国西安市・西北大学助教授）
「中国耀州窯跡の青磁」

年 月 日（木曜）2002 1 31

連絡

平成 14年度考古学大会発表募集◆

月 日(土)、金沢大学文学部にて平成 年度6 15 14
考古学大会を開催します。研究発表、発掘現場
からの報告、資料紹介、最近の仕事など、お話
いただける方は考古学研究室までご連絡下さ
い。懇親会等の都合もありますので、出席され
る方は事前に必ずご連絡願います。

09037620027連絡先：研究室または業天

。◆考古学研究室のホームページを開設しています
是非ご覧ください。

http://web.kanazawa-u.ac.jp/^arch/top.htm

。◆同窓会参加卒業生の名簿の整理を行っています
佐々木達夫 まで住所・tatsuosasaki@hotmail.com
勤務先の変更、 アドレス等をお知らせ下E-mail
さい。

修了生・卒業生の論文概要で構成しま◆本号は
した。刊行にあたり、今春卒業･進学の業天唯
正が編集に協力しました。
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